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日本の外食産業が生んだ“目”で味わう食文化
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ぷるぷるの豆腐に餡
あん

がとろりと絡んだマーボー豆腐。

シャリシャリと冷たそうなかき氷。

おいしそうな料理の写真がずらりと並ぶが、

実はコレ、すべて食べられない“作りもの”。

日本が世界に誇る食品サンプルだ。

飲食店の店頭に食品サンプルを並べることは

日本で発祥し、発展してきた文化。

近年は韓国や中国など、海外にも食品サンプルの

利用が広がってきているという。

よく目にしているけれど意外と知らない、

食品サンプルの世界に迫った。
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　日本では、毎日のように目にする食品サ

ンプル。ショーケースに並ぶ食品サンプル

を見渡せば、店で提供される料理を簡単

に把握することができる。また、近年では

ストラップや雑貨として、飲食店以外でも

目にすることが多くなった。日本人にとっ

て見慣れた食品サンプルだが、実はどこ

でどのように作られているのか、あまり知

られていないのではないだろうか。

　食品サンプルの大手専門メーカーは全

国にわずか数社のみ。業界団体が存在し

ないため、業界に共通する「食品サンプ

ルの定義」はない。食品サンプルの起源

をたどった野瀬泰申著『眼で食べる日本

人―食品サンプルはこうして生まれた―』

（旭屋出版）から定義を引用しよう。

①大正から昭和初期の日本で考案され発

達した表現手段である。

②飲食店の店頭または店内に陳列される。

③その飲食店で提供する商品をビニール

樹脂または蝋
ろう

などの可
か そ せ い

塑性のある材料を

主原料に、紙、本物の貝殻、カニの甲羅

など腐敗しない自然素材で再現する。

④それによって商品の細部を客に入店前

に説明するとともに、商品名・価格を提示

することによってメニューの一部または全

部の役割を果たす。

　以上のことから、食品サンプルは、店

頭に継続的に置いておける模型のような

ものということができる。しかし、模型と

食品サンプルには大きな違いがある。模

型は車や建物を縮小したり、逆に分子構

造を拡大したりするなど、対象を忠実に拡

大、縮小したもの。一方、食品サンプル

の大きさは基本的に等倍であり、実物大

だ。しかも、食品サンプルは料理を忠実

に再現することよりも、食材、量、調理法

など、必要な情報がきちんと伝わることを

重視する。実は忠実に再現すると、これら

の情報がかえって伝わりにくくなることも

多いという。詳しくは後述するが、ここが

食品サンプルのおもしろいところだ。

　「元祖食品サンプル屋」では食品サンプル製
作体験のワークショップを開催している。プログ
ラム内容は店舗や時期などによって異なるが、
昔ながらの蝋を使った天ぷら、鉄板ステーキの
ほか、製作キットを使ったチョコレートパフェなど
多彩。天ぷらとレタスの製作を取材した。
　この日の参加者は外国人も含めて15人ほど。
お湯の上に垂らした黄色い蝋にエビのパーツを
のせて、さっとお湯にくぐらせるだけで、本物と
遜色ないエビの天ぷらが完成。手品のような一
瞬の変化に、参加者から驚きの声が上がった。

2
エビのパーツをのせ、
しっぽをつまんで沈める

両端を持って、お湯に
沈めてから手前に引く

3
衣の切れ目をつなぎ、

形を整える

白い蝋の一端を蛇腹に
折って、全体をまるめる

4
余分な衣を取るなど
微調整してできあがり

形を整えてできあがり。
カットしてもよい

1

緑色と白の蝋をお湯の
水面にお玉で薄く広げる

黄色の蝋をお湯の上に
垂らして長方形を作る

百貨店の食堂で人々に浸透した食品

東京・合羽橋などにある「元祖食品サンプル屋」には、
食品サンプルを使ったストラップやマグネットなどの雑貨
のほか、食品サンプルづくりを体験できるキットがそろう。
外国人観光客にも人気が高い。

食品サンプルづくりに
チャレンジ！

レタス

天ぷら
（エビ）

料理の素材や量、調理法を
視覚的に伝える
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食品サンプル製作体験を取材した「元祖食品サンプル
屋 合羽橋ショールーム」。
参加は小学1年生から可能。予約制。
http://www.ganso-sample.com/

　食品サンプルはいつ生まれたのだろう

か。大正時代の同時期に、複数の人が食

品サンプルに近いものを作ったことが分か

っている。最初の人物は断定されていない

が、その一人が京都の西尾惣次郎さんだ。

大正 6年、蝋細工で植物や病理関連の模

型を作っていた西尾さんは、栄養指導など

で使用する食品の模型を手掛けるようにな

った。これが料理模型と呼ばれ、認知され

るようになる。

　昭和初期、大阪にこのような料理模型を

作る個人商店が登場し、いつからか飲食店

が料理模型を店頭に並べるようになった。

このトレンドにいち早く目をつけたのが、弁

当店の店員だった岩崎瀧三さんだ。岩崎さ

んは子どものころから絵が得意だった。さ

らに15 歳から薬
やくしゅ

種問屋に勤めていたた

め、薬品に関する知識もあった。見よう見

まねで料理模型を製作し、試行錯誤しなが

ら独自の手法を編み出した。

　寒天で実物の型を取り、実物を取り出し

たあとの型に蝋
ろうそく

燭の原料であるパラフィン

を流し込む。固まったパラフィンは細部ま

で正確に写し取っているが、もろく壊れや

すいのが欠点だ。そこで、固まったパラフ

ィンの表面だけを残して中身を取り除き、

代わりに脱脂綿を詰めて裏打ちして補強す

る。最後に着色して完成となる。初めて満

足のいく仕上がりになったのがオムレツ（右

上の写真）だという。今見てもそのクオリ

ティの高さが伝わってくる。岩崎さんは実

物そっくりの製品を売り歩き、その実績を

もとにして、「食品模型岩崎製作所」を設

立。日本で初めて食品サンプルの事業化

を実現した。

　食品サンプルの歴史を語る上で、忘れて

ならないのは百貨店の存在だ。昭和初期、

大型の百貨店が次々とオープンし、その食

堂は人気スポットとなった。百貨店は殺到

する客をさばくため、食券制度を導入。注

文を聞きに行く手間などが省け、大勢の客

をよくさばくことができた。

　この食券制度をスムーズに運営するため

に、食品サンプルが役に立った。客は食券

カウンターで注文する順番を待ちながら、

店頭のショーケースに並ぶ食品サンプルを

眺めてオーダーを決めた。文字だけのメニ

ューよりも料理を直感的に選ぶことができ

る。また、食べたことがない料理でも、一

目で内容を理解できるので、チャレンジし

てみようという気になる。多様な選択肢の

中から自分にぴったりの一品を見つけるた

めに、食品サンプルを眺めておいしさを想

像する。そんな文化が、百貨店の食堂か

ら広まっていったと考えられている。

岩崎瀧三さん
いわさきグループ 創業者

岩崎瀧三さんが食品サンプルづくりに乗り出し、初めて完成させた
「1号記念オムレツ」。岩崎さんの妻がつくったオムレツは表面にしわが
寄り、あまりよい出来栄えではなかったが、瀧三さんがそのしわを正確に
再現することで本物らしい仕上がりになった。

サンプル文化

大正時代に生まれ
昭和初期から事業化

右／食品サンプル製作体験に参加したマ
レーシアとブルネイからの外国人観光客グ
ループ。「思っていたより楽しい」と大喜び。
下／作品は、レタスの芯が少し中に入り過
ぎたが、なかなかの出来栄えだ。

百貨店の食堂に導入され
外食文化の定型として浸透

食品サンプルを通して、メニュー内容だけでなく、具材や
ボリュームなど、様々な情報を確認しているのだ。
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　前出の「食品模型岩崎製作所」は現在、

食品サンプルメーカー大手「いわさきグル

ープ」として事業を継続している。同グル

ープの東日本法人、株式会社岩崎では飲食

業向けの食品サンプルブランド「イワサキ・

ビーアイ」を展開し、「元祖食品サンプル屋」

という実店舗では一般消費者向け商品を販

売している。横浜市にある工場を訪ねた。

　工場に足を踏み入れた人は、誰でも目を

輝かせるだろう。ここでは食品サンプル製

作の全工程がワンフロアで行われており、

ある作業台には多種多様な中華料理がずら

りと並び、ある作業台は色とりどりのスイ

ーツで埋め尽くされている。山盛りのカッ

ト野菜、湯気が立ち上がりそうなスパゲ

ティ、新鮮そのものの刺し身……すべてが

食品サンプルだ。

　現在、食品サンプルでメーンに使われて

いる素材はビニール樹脂。かつては蝋が

一般的だったが、熱に弱く、紫外線などに

よる経年劣化も大きいため、1970 年代

からより耐久性に優れたビニール樹脂が利

用されるようになった。シリコンで実物の

型を取り、ビニール樹脂を流し込み、オー

ブンで熱を加えて成型する。それに絵の具

やスプレーで着色し、接着剤で皿に接着し

ながら盛り付ける。「イワサキ・ビーアイ」

の食品サンプルの大半は受注生産で、納

品までの所要日数は2～ 3週間程度だ。

広報の中井敬さんに製作のポイントについ

て聞いた。

「営業担当が飲食店に出向き、実際に調理

してもらった料理の写真を撮り、イラストで

メモしたあとで、料理そのものを食品保存

容器に入れて工場に持ち帰ってきます。ハ

ンバーグ一つとっても大きさや形、真ん中

のくぼみもお店によって違いますから、必

ず実物の型を取って再現します」

　精巧であっても、実物を忠実に再現して

いるとは限らない。

「まず気を付けているのは、食材をきちんと

見せること。何がどのように調理されてい

るのかを伝えることが重要なので、実際の

盛付けイメージを保ちながら、具材の一つ

ひとつがしっかり見えるように配慮します。

野菜炒めは、具材の見せ方が難しい料理

の一つですね。また、実際の天ぷらはどれ

も同じような色ですが、食品サンプルでは

ナスならナス、かき揚げなら何のかき揚げ

かが分かるようにしなければいけません」

　着色や盛付けに関しても、独特のノウハ

ウが必要だと中井さんは続ける。ある意味、

忠実に再現するなら話は早いが、人間が“あ
頻繁に使う食材は、パーツとして用意されている。エビは
種類や大きさも多種多様。

中井敬さん
株式会社岩崎 広報

本物よりも本物らしく
共通イメージを具現化

実物にシリコンをかけ、固まったシリコンから実物を
取り出す（写真は洋菓子のパーツ）。できあがった
型にビニール樹脂を流し込む。

本物をただ忠実に再現するの
みんなの心の中のイメージに

絵筆やスプレーなどで色付けする。写真はピザの生地
に着色しているところ。香ばしさや食感を連想させる微
妙な焼き色を付ける作業には、豊富な経験を要する。

着色したパーツを接着剤や熱風機で固定していく。
必要に応じて二次加工する。

オーブンで熱を加えてビニール樹脂を固める。生
の豚肉を表現するためにピンクと白のビニール樹
脂を組み合わせた。

型を
取る

2

3

4

1

成型

着色

盛付け

おいしそうと思わせる
料理とは異なる職人技

食品サンプルの
製作工程
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の料理だ”と瞬時に理解し、おいしそうだ

と感じるイメージに変換する必要があると

いう。

「例えば、ピザは実際についている焦げ目

を食品サンプルで忠実に再現してしまうと、

焦げ過ぎのピザに見えてしまいます。焦げ

てはいないが香ばしさが伝わるといった微

妙な表現ができるかどうかが、職人の腕の

見せどころです」

　食品サンプルの中でも特に難易度が高

いのは、魚の刺し身や肉の切り身など。微

妙な透明感、みずみずしさ、柔らかくもプ

リッとした食感のイメージなど、いわゆるシ

ズル感を出すのが非常に難しいという。

　これだけ手間暇かけて作られている現場

を見ると、気になるのは値段だ。当然、難

易度やロット数によって変わってくるが、オ

リジナルで一つ数千円～が目安とのこと。

ショーケースである程度のメニュー数を見せ

るなら、それなりの設備投資となる。しかし、

食品サンプルは買い取りだけではない。

「当社では創業まもなくから月々のレンタル

料で食品サンプルをご利用いただける貸付

制度を採用しています。当初、食品サンプ

ルの販売価格は料理の提供価格の10倍に

設定され、例えば500 円のうどんなら

5,000円が相場でした。一見高いように思

える価格設定ですが、毎日実物の料理を用

意するのと比べると、単純計算でコストを

劇的に抑えることができ、料理の手間も省

けるということから評判となったそうです。

さらに貸付の場合は月々500円程度の貸

付料で食品サンプルを使用でき、導入コス

トを抑えられるため、一気に貸付制度が広

がっていきました。現在は、月々のわずか

な貸付金額で定期的な訪問サービスでメン

テナンスし、汚れや破損にも対応していま

す。季節のメニュー替えやキャンペーンを

タイミングよく実施できるのもメリットです。

食品サンプルの普及には、この貸付制度が

貢献した部分も大きいと考えています」

　食品サンプルの文化は、アジア諸国をは

じめとする海外にも広がってきている。

1988 年のソウル五輪を契機に、韓国で

は食品サンプルを利用して外国人に韓国料

理の宣伝をするようになり、店頭に食品サ

ンプルが並ぶ光景も一般的になってきてい

る。また、中国では上海などの大都市を中

心に、日本の食品サンプルの技術を学んだ

メーカーが台頭し、レストランに食品サン

プルが置かれる例が増えているという。

　中井さんは食品サンプルの役割につい

て、店の回転率を上げる、料理の内容・価

格を伝えて安心感を与える以外にも、多大

な効果が期待できると解説する。

「まずお客さまの目を引き付けて、店の存

在を効果的にアピールできます。そして、

お客さまの食欲を刺激し、入店の意欲を高

めることができます。また、お店が推した

い料理に注目させ、オーダーコントロール

ができる上、ほかのメニューへの期待感に

もつながり、再来店率を高めることができ

ます。そもそも現物を毎日陳列するよりも

経済的である点も見逃せません」

　日本を訪れる外国人観光客からは、

「メニューが読めなくても食品サンプルで

注文できるから便利」という声もある。

ミニサイズの食品サンプルを使った携帯

ストラップなどの雑貨は、日本土産の定番

になりつつある。

　欧米では、精巧な食品サンプルはユニー

クなオブジェとして評価されるものの、な

ぜか食品サンプルの視覚情報で食欲を刺激

される人は少ない。このような文化や習慣

がもたらす差異は、食品サンプルの大きな

謎となっている。とはいえ食品サンプルの

グローバル化はまだ始まったばかり。食品

サンプルがある風景が、世界中で当たり前

になる時代が、いずれ訪れるかもしれない。

横浜市にある「イワサキ・ビーアイ」
の食品サンプル工場では、スタッ
フの大半が女性。プロの料理人や
パティシエ並みの盛付け技術を
持つ人もいる。食への探究心の
強い女性の力が不可欠な職場だ。

ではなく
変換する

工場では経験豊かな職人が、担当する工程の作業に没頭する。

アジアでの実績と
欧米での今後の課題
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　日本の高齢化は加速しており、2035年

には3人に1人が高齢者になると予測され、

高齢者が住み慣れた地域や自宅で安心して

過ごせる環境づくりが急務となっています。

厚生労働省は、2012年4月の介護保険改

定で、地域包括ケアシステム*1の構築を推

進するために「定期巡回・随時対応型訪問

介護看護（定期巡回・随時対応サービス）」

を創設。高齢者が自宅で安心して暮らせる

生活を支えるため、日中・夜間を通じて定期

巡回と随時の看護・介護支援を受けられる

介護保険サービスを促進しています。

　大都市部では地域のつながりが薄いため

地域福祉活動も思うように進まないのが現

状です。こうした中、地域住民と商店街、そ

の地域で働く医療・保健・福祉専門職が広

く連携し、高齢者を支える街づくり、システ

ムづくりに、大都市部で早くから取り組んで

きたのが東京都大田区です。2008年4月

に、同区の地域包括支援センター*2入新井

が中核となって発足させた「おおた高齢者

見守りネットワーク」（愛称：「みま～も」）な

どは、そうした先進的な取組みの一つです。

「急速に高齢化が進む中、従来の介護保険

制度の枠組みだけでは、高齢者一人ひとり

が抱える様々な問題を解決することは困難

です。みま～もでは地域の医療・保健・福

祉専門職からNPO団体、各業種の企業まで

もが広く連携し、地域全体で高齢者を見守

り、支え合える仕組みづくりを推進していま

す。そのような地域での連携をベースに、公

的介護保険のサービスとして医療・看護・

介護を一体として形にしたのが定期巡回・

随時対応サービスです」（澤登氏）

地域福祉活動をベースに
医療・看護・介護が連携

　「定期巡回・随時対応サービス」の展開に

当たり、大田区が指定介護事業所としたの

が、大田区で居宅介護支援、訪問介護、デ

イサービス、福祉用具、グループホームなど

の対面サービスとともに、看護師・ケアマネ

ジャー*3が24時間常駐するコールセンター

の体制を整えているアズビルあんしんケア

サポート株式会社でした。

「アズビルあんしんケアサポートは、大田区

に密着した総合的な介護サービスを長年提

供しており、区内の病院や医師会などと密接

な連携体制を持っています。サービスの質に

ついても、利用者やケアマネジャーから高い

信頼を得ています。それに加え、大田区で家

族からの介護相談事業を受託しており、全国

の自治体の緊急通報で実績がある24時間

対応可能なコールセンターの体制を整えて

います。大田区の指定介護事業所として採用

された背景には、こうした実績面に対する高

い評価があったものと思います」（澤登氏）

高齢者が住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを続けられるよう
に、医療、看護、介護、予防、住ま
いなどを包括的に提供する「地
域包括ケアシステム」。地域住
民やサービス事業者などが連携
して、高齢者が安心して暮らせる
街づくりに早くから取り組んでき
た大田区では、厚生労働省の
推進する「定期巡回・随時対応
型訪問介護看護（定期巡回・随
時対応サービス）」を提供するこ
とを計画。地域包括ケアシステ
ムの実現に向け、在宅生活をサ
ポートします。

地域包括ケアシステムの実現を目指して
高齢者が安心して自宅で暮らし続けることを支援

定期巡回・随時対応型訪問介護看護（定期巡回・随時対応サービス）

長年にわたり総合的な福祉サービスを展開
そこで培われた実績が高く評価される

24時間対応のコールセンター。看護師が電話を受け、状況に
応じてヘルパー派遣の手配を行う。

一人ひとりに最適に組み立てられたケアプランに従って、利用者の自立支援を行う。
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アマネジャーに直接連絡が入ることが頻繁に

ありました。アズビルあんしんケアサポートの

場合は、24時間体制の専門のコールセンター

もあるので、利用者の状況を正確に判断して

相談から随時の訪問介護手配まで対応してく

れるので大変助かっています。また、利用者の

体調が優れないときは、定期訪問介護の頻度

を増やすなど柔軟に対応してくれることも利

用者にとってはありがたいことです」（齋藤氏）

　日々の介護はヘルパーが行うため、ケア

マネジャーは通常、月に1回利用者を訪問

して定期モニタリングを実施することが業

務となります。しかし実際にはヘルパーに連

絡が取れないなどの理由で直接利用者から

連絡が来ることも多く、月6回の緊急訪問を

していた利用者もありました。このサービ

スを利用してからはアズビルあんしんケア

サポートが利用者の状況を踏まえて適切な

対応を行い、その内容について随時、ケア

マネジャーへの報告があるため、ケアマネ

ジャーによる利用者宅への訪問は、本来の

月1回のモニタリングで済むようになったと

いいます。

「定期巡回・随時対応サービスは、このサービ

スを必要としている方が多くいるにもかかわら

ず、まだまだ認知度が低いのが現状です。ま

ずはケアプラン作成に携わる医療の現場やケ

アマネジャーなどの専門職にサービスの内容

を理解してもらえるよう、具体的な利用事例を

知ってもらうことに努めていくことも、アズビ

ルあんしんケアサポートが担うべき大切な役

割だと思います。地域包括ケアシステムを推進

していく上で重要なサービスとして、これから

の展開を大いに期待しています」（澤登氏）

＊1：地域包括ケアシステム
住み慣れた地域で、できるだけ自立してその人らしい生活を送れるよ
うに、医療、看護、介護、予防、住まいをはじめとした様 な々福祉・生
活支援などのサービスが連携して、総合的に生活支援を行う。

＊2：地域包括支援センター
2006年4月の介護保険制度改正に伴って創設された、高齢者の
ための総合相談窓口。保健師、主任ケアマネジャー、社会福祉士
が置かれ、高齢者の心身の状態に合わせた健康維持や保健・医
療・福祉の向上に向けた支援を行う。

＊3：ケアマネジャー
介護支援専門員。介護保険法において要支援・要介護認定を受
けた人からの相談を受け、居宅サービス計画（ケアプラン）を作成し、
介護事業所との連絡、調整などを取りまとめる役割を担う。

用語解説

　利用者一人ひとりの介護ニーズに応じた

最適なケアプランを作成する必要がありま

す。訪問介護などの介護保険サービスの提

供、ヘルパー育成に向けた介護職員初任者

研修、訪問美容など、大田区を中心に高齢化

社会を支える幅広い事業を展開している居

宅介護事業所の株式会社カラーズでは、高

齢者に寄り添ったケアプランを作成していま

す。カラーズでは、退院したばかりの利用者

など現在3人の方のケアプランに定期巡回・

随時対応サービスを取り入れています。

　ケアプランを作成する上で一番重要なの

は、利用者のニーズです。その内容は様々

で24時間対応をしないと在宅生活が難しい

ケースもあります。このサービスでは、急な

転倒や体調変化などにいつでも対応するの

で、利用者の不安が解消され自宅での生活を

継続することができます。介護力不足からオ

ムツを使用していた方の中には、短時間の訪

問を1日複数回行い、排
はい

泄
せつ

介助をすることで

オムツを外せるようになるケースもあります。

「ケアマネジャーの立場として、どんなときで

も利用者のニーズに合わせてすぐに対応でき

る介護事業所が見つからずに、ずっと悩んで

いました。このサービスで一番良いところは、

利用者のニーズに合わせて24時間中、短時

間で1日複数回の対応をしてくれるところで

す。以前は、夜間でヘルパーに連絡が取れな

い、ベッドから落ちてしまった、失禁してしまっ

たというときにパニックになった利用者からケ

自宅にいながら24時間365日の
随時対応が利用者にとっての
大きな安心となる

「おおた高齢者見守りネット
ワーク」事業の公式キャラク
タ。「みま～も」の愛称で地
域住民に親しまれている。

所 在 地：東京都大田区大森北1-34-10
設　　立：2006年4月
事業内容：高齢者の健康維持、保健・医療・福祉の
               向上に向けた各種事業

センター長
社会福祉士・介護支援専門員

澤
さわのぼり

登 久雄 氏

大田区地域包括支援センター入新井

所 在 地：東京都大田区大森西3-7-24
設　　立：2012年3月1日
事業内容：在宅介護サービス事業、介護人財養成事業、
              介護保険外サービス事業

主任介護支援専門員
齋藤 由里 氏

株式会社カラーズ

定期巡回・随時対応サービスの概要。居宅介護事業所のケアマネジャー、介護事業所のアズビルあんしんケアサポート、訪問看護事業
所の看護師の連携により、利用者に最適なサービスを提供している。
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　高知県の北部中央、四国山地の懐に位置す

る土佐町。起伏に富んだ地形と寒暖差のある

気候を活かした農業をはじめ、畜産業、林業が

盛んです。棚田で栽培される県内有数の良質

米、人気の高いブランド牛「土佐あかうし」、良

質材として定評のある「土佐の赤杉」の産地と

して知られます。また、吉野川の源流域に当た

る土佐町は、豊かな水資源に恵まれた町でも

あります。町の東部にある早
さ め う ら

明浦ダムは、西日

本一の貯水容量を誇る多目的ダム。四国4県

に水を供給する四国の水がめとして、多くの

人々の暮らしや地域の産業に貢献しています。

　土佐町には、現在、簡易水道*1施設が9カ所、

飲料水供給施設*2が7カ所あり、約4000人の

町民に、安全な水道水を提供しています。

「土佐町では長年にわたり、町内に点在してい

る水道施設を役場側で中央監視装置により

集中監視してきました。しかし、飲料水供給施

設の中には監視対象になっていない施設が

いくつかあったことに加え、近年では機器の

老朽化による不具合なども徐々に目立つよう

になってきていました」（窪内氏）

　例えば、施設側に設置されているテレメータ

（遠隔計測装置）内部のデータ保持用電池が

老朽化により消耗していたため、この地域に

多い落雷などによって施設が瞬時停電すると、

テレメータが保持していた設定水位などの情

報が消えてしまったり、施設側で計測している

配水量や、配水池*3の水位などのデータが欠

測してしまうといったことが発生していました。

「設定値のクリアやデータの欠測が起こる

と、その都度、担当者が現場に駆けつけ、テ

レメータの値を手作業で設定し直すといった

作業が必要でした。この作業には1～2時間

ほどかかる上に複数箇所の水道施設で発生

する場合もあるので、人的な負担も大きく膨

らんでいました」（森氏）

　中央監視システム、機器の更新を検討し始

めた土佐町では、2008年夏に事業者の競

争入札を実施。その結果、アズビル株式会社

四国の水がめを支える監視システム
現場に適したシステム更新を検討

が請け負うことになりました。

「もともと中央監視装置はアズビル製でし

た。長くお付き合いしてきたアズビルに、新

たな遠隔監視水道システムの構築をお願い

できるということで、大きな安心感がありま

した」（窪内氏）

　土佐町がアズビルに正式発注したのは

2008年10月。中央監視装置には、協調オー

トメーション・システムHarmonasTMが採用さ

れました。さらに、町内各地に点在している水

道施設には、計装ネットワークモジュールNXを

コントローラとして新たに設置する一方、既存

の他社製コントローラも有効活用しながら、そ

れぞれの施設の配水量や貯水水位、ポンプや

土佐の赤杉を利用し、完成した土佐町役場の新庁舎。

吉野川の源流域に位置する土
佐町は、四国4県を潤す早

さ め う ら

明浦
ダムを擁し、“水のまち”として知
られています。同町では、町内
各所に分散設置されている水
道水供給施設の運転状況を、
一元管理するための監視シス
テムを更新しました。中央監視
システム・機器のリニューアル
を実施し、日常の監視業務の
効率化と水の安定供給に貢献
しています。

点在する施設の運転状況を一元監視
住民への水道水の安定供給を支える

高知県 土佐町

二つのネットワークを活かして
拡張性に優れたシステムを実現
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の監視業務の安全性や効率化に大きな成果

を上げました。中でも、日々の監視業務に安

定性、信頼性がもたらされたことが、最大の

ポイントです。落雷による課題は解消し、従

来、特定の難しかった不具合箇所の特定が

容易になるなど、監視担当者の労力が大幅

に軽減されています。

「今回のシステムでは、これまで監視対象と

なっていなかった施設も一元監視の中に取り

込まれました。上位の施設から下位の施設ま

での状態がモニタ画面上ですべて把握でき

るので、仮に浄水場やポンプ場、配水池など、

給水経路のどこかで漏水などの問題が発生

しても、異常箇所を特定することが容易です。

速やかに問題が発生している場所へと対処に

向かうことができるようになっています。さら

に毎日の業務の中では、まず遠隔監視水道シ

ステムで各施設の稼働状況を確認してから、

現地へ赴くことが可能となり、何らかの対応

が現地で必要な場合は、事前に準備をするこ

とができるなど効率が良くなりました」（森氏）

　また土佐町では、アズビルの年間保守契

約プログラム（ISOP）も併せて採用。24時

間対応の保守サービスにより、監視システ

ム・機器を常にベストコンディションで運転

できる体制を整えています。

「将来に向けては、監視ポイントの範囲拡張

や高密度化など、取り組むべきテーマはま

だまだあるものと認識しています。安全な

水道水を町民に対して安定的に供給してい

くことが我々の最大のミッション。今後もア

ズビルには、運用改善や新規システムの提

案などにより、当町の取組みをしっかりと支

援していってくれることを大いに期待して

います」（窪内氏）

滅菌設備の稼働状況などをまとめて監視でき

る仕組みを実現。2012年3月に新たな遠隔

監視水道システムが稼働を開始しました。

　また、土佐町では、各家庭用に地デジ対応・

防災対策に伴う通信インフラ整備の一環とし

て町自営の光ケーブルを敷設していました。

「この光ケーブルを中央監視装置Harmonas

と水道施設に設置するNXの通信に利用して通

信費のコストダウンを図ることをアズビルから

提案されました。アズビルの担当者とも協議を

重ね、光ケーブル敷設地区に近い水道施設に

ついては、データ通信用にこの光ケーブルを利

用し、敷設地区から離れている山間地域の水道

施設との通信には、従来、利用しているNTTア

ナログ専用回線を利用するという2種類のネッ

トワークを活用することにしました」（窪内氏）

　この結果、通信コストの低減と、シンプルで

保守性、拡張性に優れたシステムを実現。そ

して、光ケーブルを利用することで通信の安

定性と高速化を確保し、今までよりも多くの

水道施設運転情報を得ることができるように

なりました。

　新たな遠隔監視水道システムは水道施設

Harmonasは土佐町役場内の電算室に設置されているほ
か、事務所内にも端末が置かれ（写真）、こちらからも常時監
視が行えるようになっている。

システムのリニューアルによって
日々の監視業務に安定性と信頼性を確保

＊1：簡易水道
飲用に適する水を供給する水道のうち、給水人口が100人を超え
5,000人以下のもの。

＊2：飲料水供給施設
飲料に適した水を供給する水道で、給水人口が100人以下のもの。

＊3：配水池
上水道の配水量を調整するために一時的に水を蓄えておく池。

用語解説

所 在 地：高知県土佐郡土佐町土居194
創　　立：1955年3月

住重環境エンジニアリング
株式会社
土佐さめうら事業所
森 上（たかし）氏

土佐町役場
建設課
課長補佐（上下水道係）
窪内 一雄 氏

高知県 土佐町役場

和田高区配水池に設置されている計装盤内。NXが光伝送
装置を介して庁舎電算室にあるゲートウェイのDGPL Ⅱにつ
ながれ、中央監視システムに計測データを送っている。

和田低区配水池に置かれた計装盤内。NXがモデム経由で
アナログ回線を介して庁舎電算室にあるゲートウェイの
DGPL Ⅱに接続している。

■遠隔監視水道システム構成図

光伝送装置
NX

NX

モデム
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　インドシナ半島東部に位置し、東西約

600km、南北約1,650kmという細長い

国土を持つベトナム社会主義共和国。社会

主義国家ながら、1986年に市場経済シス

テムの導入と対外開放化を柱としたドイモイ

（刷新）路線に転じ、外資を導入するための

構造改革を積極的に推進しています。その

結果、2000年以降高い経済成長を続けて

います。

　HOA PHAT（フォア ファット）グループ

は、鉄鋼事業や家具・建材の製造事業など

を展開するベトナムでも有数の企業グルー

プです。2001年から不動産事業にも参入

し、数多くの商業施設や海外資本向けの工

業団地などを所有しています。

　HOA PHATグループが新たに建築し

たMandarin Gardenは、ベトナムの首都

ハノイの 中 西 部、Hoang Minh Giam

通りにある大型複合施設です。総面積は

25,886m2、敷地内には地下2階、地上

21～30階建ての高層ビルが9棟立ち並

び、それらには住戸のほか、学校や商業施

設、スポーツ設備などのテナントも入居して

います。

「Mandarin Gardenを建築するに当たり、

居住者から高い評価をいただくために、私

たちが目指したのは安全性、利便性、快適

性を支える高度な施設品質の実現でした」

（Nguyen氏）

　そこでHOA PHATグループでは、施設

内の各設備を統合管理できるシステムに

ついて委託先を決めるために、2012年初

めごろからベンダー各社へ提案を依頼。検

討の結果、アズビルベトナム有限会社が選

ばれました。その背景には、以前からHOA 

PHATの本社ビルにアズビル株式会社の

建物管理システムsavic-netTMFXが導入

されており、設備やエネルギーの管理を高

い品質で実現しているという実績に対する

評価がありました。

「私は、これまで数々の日本製品に触れ、そ

の品質の高さを実感してきました。アズビ

ルは日本市場において100年以上にわた

“日本品質”の設備とサポート体制で
施設の安全・安心、利便、快適を目指す

る豊富な実績があります。それらに基づく

アズビルベトナムの提案は、システムなど

の製品の優位性だけではなく、オペレータ

への教育を含めて“日本品質”を期待させる

ものでした」（Nguyen氏）

　Mandarin Gardenの設備工事は2012

年10月から始まり、2013年12月に予定

どおり完成しました。

施設内には幼稚園やフィットネスクラブなどがあり、一つの街
のようになっている。

ベトナムの首都ハノイに完成
した大型複合施設Mandarin 
Gardenは、安全性、利便性、
快適性を支える高度な施設品
質の実現を目指して建築されま
した。日本品質の設備機器や
システム、さらに統合管理シス
テムで施設内の各設備の一元
管理を実現。ベトナム国内に
おける高機能な大型複合施設
の一つの先進事例となってい
ます。

高度な統合管理システムの導入で
大型複合施設の安全・快適を支える

Mandarin Garden

設備を一元管理することで
オペレーションの効率化を実現
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ます」（Doan氏）

　Mandarin Gardenでは、期待どおりの

高い安全性、利便性、快適性を実現してい

ます。

　今後、Mandarin Gardenでは、施設全

体の消費エネルギー削減にも注力していき

ます。

「既に現状においても、効果が確実に表れ

つつあります。savic-net FXを中心とする

自動制御の活用で、空調機の運転停止およ

び設定値管理、広範囲エリア照明や給排気

ファンのON/OFFなど環境品質を高い次

元で実現しながら、人的作業負担や、消費

エネルギーの削減が実現されています。今

後はこの自動制御の適用範囲を広げてい

き、さらなる効率化、省エネ化を目指してい

きたいと考えています」（Doan氏）

　プロジェクトオーナーのHOA PHATグ

ループでは、今回の取組みをベトナム国内

のビルにおける高機能な大型複合施設の

一つの先進事例として展開したいといい

ます。

「私たちは、今後も運用を通して、設備面、

管理面の双方においてさらなる改善を図っ

ていきます。こうしたMandarin Garden

の取組みを、“生きたサンプル”として、ベト

ナム国内のほかの不動産業者にも積極的

に紹介していきたいと思います。アズビル

ベトナムの課題解決力に大いに期待してい

ます。今後もアズビルベトナムとは、不動産

分野だけにとどまらず、ほかの事業におい

ても、ますます密接な協業を図っていけれ

ばと考えています」（Nguyen氏）

　同施設でアズビルベトナムが手がけた設

備は、ビルディングオートメーションシステ

ム（BAS）、住戸用のビデオドアフォン、敷

地内への出入り口に設置された自動車用

セキュリティゲート、館内放送、監視カメラ

（CCTV）、電話・インターネットなどの通

信環境など多岐にわたります。Mandarin 

GardenのBASとして、本社ビルでも実績

のあるsavic-net FXが導入されており、

現場のオペレーションに大きな効果をもた

らしています。駐車場の給排気や共用部の

冷房、照明、給排水処理などの制御はもち

ろんのこと、他社システムであるエレベー

タや発電機などの情報も取り込み、一元管

理・監視できる仕組みを実現しました。

「建物内の様々な設備の状態や警報を

1台の監視装置で監視・管理できるように

なったことで、現場の作業負荷を最少化で

きます。効率化により削減することができ

た時間をほかの作業に向けることができる

ようになりました。アズビルベトナムには、

機器やシステムを導入するだけで終わりで

はなく、オペレーションに必要なトレーニン

グやサポートも十分に実施してもらってお

り、日々の運用までをしっかりと支えてくれ

ているという点で、大きな安心を感じてい

高機能な大型複合施設の
先進事例として
ベトナム国内で積極的に紹介

Mandarin Gardenの共用部に設置された監視カメラは、
警備担当者により常時集中監視されている。

オペレーションのトレーニングをはじめとするアズビルベトナムの担当者によるサポートが、
現場オペレータに大きな安心を提供している。

監視室に設置されたsavic-net FX。施設内の各種設備の監視がここで一元的に
行えるようになっている。

住宅棟に囲まれた中庭。植物へ水を与えるスプリンクラーや
ライトアップの照明制御もsavic-net FXで行っている。

所 在 地：39 Nguyen Dinh Chieu Street, Hai Ba
　　　　 Trung District, Hanoi, Vietnam
設　　立：1992年8月
事業内容：鉄鋼事業、家具や建材の製造事業、不動
　　　　  産業など

施設マネジャー
Doan Tuan Hai 氏

副社長
Nguyen Viet 
Thang 氏

HOA PHAT GROUP
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の各カンパニーが実施してきた職能別教

育や製品・エンジニアリング教育などの

企画機能をすべてアズビル・アカデミー

に統合しました。事業の環境変化にも柔

軟に対応できる人材の育成と、成長分野に

ダイナミックな人材投入が行える組織づ

くりを進めています。

　2014年4月、アズビル・アカデミー

は「グローバル展開」の推進を念頭に

据え、日本、海外という枠を外してazbil

グループの海外現地法人を巻き込んだグ

ローバルでの教育プログラム「First azbil 

Globalization Seminar（FaGS）」を

スタートさせました。グローバル展開に

向けては、これまでも日本国内の社員を

対象とした語学研修や、積極的な海外派

遣などを実施してきました。また海外現

地法人に対しては製品やエンジニアリ

ングに関するトレーニングなどを各カン

パニーが中心に行ってきました。FaGS

では、アズビルのグローバル展開をリー

ダーとして牽引する人材育成に照準を定

めています。

　具体的には、azbilグループ現地法人の

マネジャー、さらにはマネジメント層とな

り得る人材を日本人、現地スタッフを問わ

ず、このプログラムを通してazbilグループ

全体で育てていこうというものです。

　FaGSのプログラムは、現地法人の社

　2012年4月、アズビル株式会社 は 株式

会社 山武 から社名を変更し、経営体制も

一新して新たなスタートを切りました。そ

の際、三つの基本方針として「技術・製品

を基盤としたソリューション展開により顧

客・社会の長期パートナーとなる」「地域

拡大と質的転換によってさらなるグロー

バル展開を目指す」「ビジネスの環境変化

に対応する“学習する企業体”への組織的

変革を図る」を掲げました。

　この方針に沿って事業を進めていく上

で、特に重要なのが人材の育成です。そこ

でアズビルでは、2012年11月に「アズビ

ル・アカデミー」を設立。人事部が実施し

てきた新入社員研修や中堅社員研修に加

え、ビルシステムカンパニー（BSC）とアド

バンスオートメーションカンパニー（AAC）

国際事業を牽引できる人材の育成を
照準に定めた新たなプログラム

長が選抜した外国人社員10人と、BSC、

AACのカンパニー社長が、それぞれのカ

ンパニーまたはグループ内企業から推薦

した日本人社員10人の計20人が同じ場

所に集まり、毎月3日間の研修を6カ月に

わたって実施します。このように同じ環境

の下で研修を行うことで、azbilグループの

リーダーとして必要となる知識や技術に

ついて認識を合わせ、国を超えたazbilグ

ループ社員同士の結束を強固にするため

のコミュニケーションの場を目指します。

また、将来azbilグループの重要なポスト

に就く人物の選定をしようという目的も

あります。

　FaGSは自分の考えを論理的にまと

めて相手に提案するというコミュニケー

ションスキルの強化を中心に研修を行い

ます。与えられた課題に対して研修生が

プレゼンテーションを作り上げて発表す

るのが主な内容で、個人で考えるものと、

グループでディスカッションしながら作

り上げるものの2部構成となります。そし

て、講師がそのプレゼンテーションの発

表内容に関する論理展開や提案骨子への

改善点などを指摘。研修生はその指摘を

受けて、翌月の研修までに内容を練り直

すという過程を何度も繰り返し、思考を

追究しまとめる力とそれを論理的に相手

に伝える手法を学びながらスキルアップ

グローバルビジネスで通用する
高度なコミュニケーションスキルを磨く

社内で実施する人材教育の企画機能を
アズビル・アカデミーに統合

アズビル株式会社は、2012年に人材育成機関「アズビル・アカデミー」を設立し、それまで人事部や各カンパニー、部門などが個別に
実施してきた人材教育の企画機能を統合しました。今回、新たな取組みとして日本と海外現地法人が一体となったグローバルでの教育
プログラム「First azbil Globalization Seminar（FaGS）」をスタート。リーダーとして、azbilグループのグローバル展開を牽

けんいん

引
していくことのできる人材の育成を強化していきます。

グローバルリーダーの育成を強化
世界のお客さまの長期パートナーを目指す

Vol.62

逗子の湘南国際村内にあるアズビル・アカデミー研修
センター。周りを緑に囲まれており恵まれた環境の中で
トレーニングに集中することができる。
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していきます。FaGSのトレーニング中は、

事務連絡からプレゼンテーションに至る

まで、コミュニケーションはすべて英語で

行われます。いろいろな国の人と一緒に

学びディスカッションを行う中で、様々な

考え方に触れ、また自分の考えをとことん

まで追究していく経験を通して、研修生は

グローバルビジネスで通用する高度なコ

ミュニケーションスキルを磨いていくこと

になるわけです。

　コミュニケーションスキルの研修に加

え、アズビルの歴史や経営理念、世界的

にも高いレベルが要求される日本企業の

CSR（企業の社会的責任）やファイナンス

（企業会計や財務）のあり方など、azbilグ

ループの一員として海外でビジネスを展開

していくために必要な基礎知識も学んで

いきます。

　6カ月間にわたって行われる研修の最終

ステップでは、研修生がアズビル経営層に

向けてプレゼンテーションを行います。こ

うして全課程が終了し、優秀な成績を収め

た研修生には修了認定書が手渡されます。

　既に第1回のFaGSは、2014年4月14

日からスタートしています。初回は、

ASEAN地域の七つの現地法人からの7

人、日本国内からの9人の計16人による開

催となり、研修生による熱のこもったプレ

ゼンテーション、ディスカッションが行わ

れています。今後の計画では2016年まで

の3年間で、年2回ずつ計6回実施してい

く予定で、その間に百数十人がFaGS研修

を受けることになります。

　アズビルがグローバルで活躍する人材

像として描くのは、フェアネス（公明正大）、

タフネス（粘り強さ）、そしてそれらをベー

スで支えるロジカルネス（論理性）を兼ね

備えた姿。FaGSはまさにそれらを身に付

けるために設計されており、研修生たちは

自らの成長はもとより、身に付けた素養を

所属部署に持ち帰って水平展開させる役

割が期待されます。そして彼らが率いる次

世代のazbilグループは、グローバル市場

のお客さまに対して、現場のニーズに応じ

たazbilグループならではのソリューショ

ンによる価値提供を実現することにより、

お客さまの長期パートナーとなることを

目指していきます。

三つのテーマを設定し、グループディスカッションを
通して一つの提案にまとめ上げていく。

グループディスカッション

社外講師により、プレゼンテーションを論理的に
まとめる手法やコミュニケーションスキル強化に
ついて具体的な内容の講義が行われる。

講義

3チームに分かれて、各人のプレゼン
テーションを行う。発表後は講師の
コメントに加え、参加者からも質問が
飛び交い、発表者の提案がチーム内
で共有される。

プレゼンテーション
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PID制御
［Proportional Integral Derivative Controller］

Vol.13

装置内の温度や圧力を設定どおりに保つ
ため、計測結果を基に調整する「フィードバック
制御」の一つで、比例動作（P）、積分動作（I）、
微分動作（D）の三つを組み合わせた制御
方式。

マンガ：湯鳥ひよ／ad-manga.com
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　工場やプラントにおける製造工程で、温

度を一定に保つ。あるいはビル内の室温

を快適なところで維持する。そうした様々

な場面で、自動制御の技術が活躍してい

ます。

　特に製造工程においては、極めて緻密

な温度制御が求められるケースも多々

あります。半導体装置の製造工程など

はその典型例です。我々が日ごろ手にし

ている携帯電話やスマートフォンなどの

情報機器は、日進月歩の勢いで高性能

になっていますが、そうした進化を背後

で支えているのが半導体チップの集積

度の向上です。集積度が上がるというの

は、より小さい面積に複雑な回路を組み

込めるようになったこと。これにより小型

で高性能な製品を作ることができるの

です。その回路の製造には、半導体の材

料であるウエハー（円盤状の板）にフォト

マスク（ガラス乾板）をかぶせて光を当

て、パターンを焼き付ける方法がとられ

ます。その際、1℃未満の微細な温度変

化でもウエハーが膨張したり、縮小した

りするなどしてパターンがずれてしまう

ため、製造工程の温度は厳密に保つ必

要があります。

　こうした緻密な温度制御を行うに

は、通常は設定温度（SP）とセンサで

計測した現在の温度（PV）の差を捉

えます。そして設定温度と比べて現在

の温度が低ければコントローラがヒー

ターに加熱指示を行い、高ければ加

熱を止める指示を出して温度を一定

に保ちます。このように設定温度と現

在の温度の差異を埋める方法をフィー

ドバック制御といいますが、単純に

ヒーターをON／OFFする方法（ON-

OFF制御）では、温度が目標値を超え

てしまうなど、極端なバラツキが生じ

てしまい、制御の安定性を保つことが

困難です。この問題を解決するため用

いられているのが、フィードバック制

御の一種であるPID制御なのです。

　PID制御とは、P（比例動作）、I（積分動

作）、D（微分動作）の三つを組み合わせた

制御を意味します。

　基本的なフィードバック制御であるP

は、任意の比例帯（温度や圧力の変化す

る幅）を設定して、制御偏差（設定温度

－現在の温度）に比例した操作量（MV）

を作り出すもの。比例帯域内における

設定温度と現在の温度のズレに応じて

出力の値を増減していくことにより、目

標温度に近づけていくものです。例え

ば、設定温度が200℃で、コントローラ

が0～400℃の温度制御を行う場合、

比例帯を10％とした場合には、比例帯

域が180～220℃となり、設定温度

が180℃以下の場合に出力100％、

220℃以上では出力0％となります。

　比例帯を広げることで、制御がより緩

やかとなり、目標温度に至るまでの時間

は長くなるものの、目標値オーバーや

温度のバラツキに関するリスクが抑え

られることになります。

　次にIの積分動作は、Pの比例帯に対し

て、周囲の環境に応じて入力値を変化さ

せる動作をします。例えば加熱炉などの場

合、炉内がいったん温まればヒーターの出

力を必ずしも100%にしなくてよいと考

えられます。そうした場合にIの積分動作

によって、低い出力に変更するという操作

を行います。

　そしてDの微分動作は、現在の温度変

化の状況によって比例帯を移動させ、操

作量を変化させるという操作を行います。

例えば温度が下がってきている状況では、

急いで加熱を行う必要がありますが、温度

が上昇している状況では、操作量を抑える

ことで設定温度を超えてしまうリスクを低

減できるのです。

　三つのパラメータを最適にチューニン

グすることで、外乱に対する応答が早く、

かつ目標値を大きく上回ったり、下回った

りすることや、ON／OFFを繰り返すこと

などを起こさずに安定性を保ちながら、

目標値とのズレを最小化することができ

ます。

　PID制御はここで紹介した温度制御だ

けではなく、流量制御や圧力制御などに

も幅広く適用されており、まさにあらゆる

自動制御の根幹を成す不可欠な手法だと

いえるのです。

温度、流量、圧力などの
自動制御に幅広く適用される
根幹的アプローチ

生産物の品質維持などを目的に
厳密な温度制御が求められる
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Product Information News Exhibition Seminar

■ アズビル株式会社　アドバンスオートメーションカンパニー　マーケティング部 コミュニケーション2グループ　TEL：0466-20-2160

製品情報

アズビル株式会社は、従来の発信器シリーズをリニ
ューアルし、国内のプラントの安定操業に貢献する
高機能発信器 AT9000 SuperAce（スーパーエー
ス）の販売を開始しました。
アズビルでは1983年に他社に先駆けCPUを搭載
したスマート形発信器を開発して以来、1992年に
DSTJ3000Aceを販売、その後も国内の要求に合
わせて、NewAce（ニューエース）、Ace+（エースプラ
ス）と、機能向上を重ねてきました。

国内向け発信器シリーズをリニューアル
─ 高速応答でガスタービンのアプリケーションにも対応 ─

今回販売を開始したSuperAceはAce+の後継機
種で、Ace+の日本独自の設置・配線方法や高圧ガ
ス保安法への対応など国内向け仕様に、2008年に
海外での高い仕様の要求に合わせて発売した高機
能発信器AT9000 Advanced Transmitter 
Model GTXの機能、性能面の優れた特長である応
答速度や長期安定性を融合させました。
特に従来のAce+に比べ約3倍の高速応答を実現
し、ガスタービン向けの圧力計測に使用することが

可能になりました。計測機能の長期安定性にも優れ
ており、これまでよりメンテナンス周期を延長するこ
とが可能で、プラントの安定稼働に貢献します。

■ アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー プロダクトマーケティング部　TEL：03-6810-1112

製品情報

研究施設向け環境制御システムに、室内の空気圧を制御し
クリーンな空間を実現する風量制御バルブをラインアップに追加
アズビル株式会社は、研究施設などの安全な空気
環境を実現する「研究施設向け環境制御システ
ム」に、実験施設、医薬品や電子部品を製造する工
場、病院の感染病棟などの室内の空気圧（室圧）を
制御し、汚染空気の拡散･侵入防止を実現する風
量制御バルブ「Infi lex VN＊（インフィレックス ブイ
エヌ）室圧制御モデル」と、リアルタイムに室圧を表
示する「室圧モニタ」を新たに追加、販売開始しま
した。
「室圧制御モデル」は、室圧を一定に保つ制御ロジ

ックなどを搭載しており、精密で安定した室圧制
御を実現します。差圧発信器からの室圧信号を測
定し、隣接する部屋、廊下などより室内の気圧を低
く維持して外部への汚染空気の漏えいを防止した
り、逆に室内の気圧を高く維持して外部からの塵

じん

埃
あい

や異物侵入を防止したりすることができます。ま
た｢室圧モニタ｣は、室圧測定値をリアルタイムに
表示し、外乱などによる室圧異常発生時にアラー
ムで通知します。廊下などに設置することで室内の
状況を外から確認することができます。

＊Infi lex VN:研究施設向け環境制御システムの構成機器。研究･実験で発生
する汚染空気の瞬間排気や、研究室内の給排気量をバランスさせる室圧制
御によって安全性を確保する高精度・高速度応答の風量制御装置。

Infi lex VN 室圧制御モデル 室圧モニタ

azbilグループでライフサイエンスエンジニアリング
事業を展開するアズビルテルスター有限会社は、
バングラデシュ人民共和国に現地パートナーであ
るSAKA社との合弁会社 アズビルテルスターバン
グラデシュ有限会社を3月末に設立しました。
アズビルテルスター社のバングラデシュ子会社設
立は、現地における既設施設・設備の改修、メンテ

ナンスといったきめ細かい対応や、今後の販売先
開拓に向けた営業活動を推進するために、地元パ
ートナーとして信頼関係を築いたSAKA社とのJV
形式で実施したものです。本件は欧米専業メーカ
ー初の現地本格進出となり、今後、同国での製薬
市場におけるプレゼンス向上と事業基盤の拡大を
図り、5年後に10億円規模の売上を目指します。

アズビルテルスター、バングラデシュ子会社を設立

■ アズビル株式会社 経営企画部広報グループ　TEL：03-6810-1006

ニュース

社　　名：アズビルテルスターバングラデシュ有限会社
設 立 日：2014年3月25日
住　　所：80 Satmosjid Road, Dhanmondi,Dhaka
　　　　 1209, Bangladesh
出　　資：Azbil Telstar, S.L. : 65%、Mr. S.A.
              Khan : 21%、Mr. K. Khan : 14%
資 本 金：BDT＊ 10,399,200  ＊ BDT=バングラデシュTaka
社　　長：Mr. Rafael Beaus
業務内容：サービス事業（EPC／コンサル／IT&Control／
              カスタマサービス）、機器販売を含むターンキー
              プロジェクト事業

＊Web-Infi lex：お客さまの建物に設置されているアズビルのビルディングオトー
メーションシステムとアズビルのサーバーをネットワークで接続し､ 遠隔から建物
のエネルギーの見える化や省エネ･省CO₂を実現します｡省エネ機器などを設置
する必要がなく､アズビル独自の省エネアプリケーションをクラウド型サービスと
して提供します｡導入により年間最大15%の省エネルギーが可能になります｡

■ アズビル株式会社 ビルシステムカンパニー プロダクトマーケティング部　TEL：03-6810-1112

製品情報

ビル向け遠隔制御サービスにエネルギー使用量を自動で抑制する機能を追加

アズビル株式会社は､ビル空調設備のエネルギー
の見える化や省エネ･省CO₂を実現する遠隔制御
サービス｢Web-Infilex™＊（ウェブ･インフィレッ
クス）｣に､建物の年間エネルギー使用量（CO₂排
出量､原油換算量､電力量）が目標値を超えない
ように､自動的に遠隔操作で空調設備などの運転
を制限し､使用エネルギーを抑制する新機能｢CO₂
（エネルギー）リミット制御｣を追加､販売開始しま
した。
新機能は､建物のエネルギー使用量の月間目標

値と､当月の使用量予測値を比較してエネルギー
を抑制する必要があるかを判断し､必要な場合に
は「室温設定値の自動変更制御｣｢機器の運転停
止制御｣などの省エネアプリケーションを実行し
ます｡また､本機能はエネルギーの｢見える化｣も
実現します｡月間･年間目標値に対するエネルギ
ーの使用状況､省エネアプリケーションの実施状
況をWeb画面でグラフ表示するため､ユーザーは
目標と実績の進

しんちょく

捗管理や省エネ効果を､専門知
識がなくても確認することができます｡
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アズビル株式会社は、社員がお客さまとの共著で、
消防庁と消防法に基づき設立された危険物保安技
術協会が共催の「第13回危険物事故防止対策論
文」の消防庁長官賞を受賞しました。
「危険物事故防止対策論文」は、近年、危険物施設
における火災・流出事故が増加している状況を踏ま
え、安全で快適な社会づくりに向けて事故防止の推
進に役立てることを目的として毎年募集しているも
ので、消防庁長官賞は、全応募論文の中から特に優
れた論文に贈られます。
昨今、連続して発生している化学プラントにおける
重大事故原因の一つに現場保安力の問題が指摘さ
れています。受賞した論文は、現場保安力強化のた
めのプラントアラームシステムの再構築によるアラ
ームマネジメントの有効性について、現場のプラント
で取り組み、検証された日本エイアンドエル株式会
社愛媛工場様の事例を紹介したものです。日本エイ
アンドエル株式会社愛媛工場様の中で中心となっ
て取組みをされたご担当者※1と、アズビルのアラー
ムマネジメントコンサルタント※2との共著論文です。

展示会情報

会　　期 ： 9/5（金）～9/6（土）
時　　間 ： 9/5　10:00～17:00
  9/6　9:30～16:30
会　　場 ： ポートメッセなごや　第3展示館

中部グランドフェア 2014

水谷事務所代表／MERRY PROJECT 主宰　水谷 孝次さん

ミャンマー／ヤンゴン
「笑うこと」

ミャンマー・ヤンゴンにある児童養護施設を回った。貧しく、食べていくことができない子供た
ちも多い。ここの子供たちの笑顔を取材し、笑顔の傘と一緒に記念撮影。「笑顔の傘を持って
世界中を回れば、世界が平和になるのも簡単かもね」と安倍昭恵首相夫人も言ってくれた。今
回の旅で、笑顔のチカラをあらためて感じた。一瞬でコミュニケーションできる笑顔の傘はわれ
ながらすごい！ と感心。世界を笑顔で埋め尽くす日まで、MERRY PROJECTは続いていく。

■ アズビル株式会社　アドバンスオートメーションカンパニー　マーケティング部 コミュニケーション2グループ　TEL：0466-20-2160

ニュース

［論文タイトル］
現場保安力強化のための
プラントアラームシステム再構築
－ 気づきを高める仕組みづくり －

［受賞者］
星川 道夫 様
（日本エイアンドエル株式会社 愛媛工場製造部/写真左）※1

髙井 努
（アドバンスオートメーションカンパニー マーケティング部/写真右）※2

危険物保安技術協会の機関誌に論文が掲載された後、同協会サイトに論文のPDFが公開されます。
http://www.khk-syoubou.or.jp/guide/paper.html

社員がお客さまと共著で「危険物事故防止対策論文」の消防庁長官賞を受賞
─ 現場保安力強化のためのアラームマネジメントの有効性を検証 ─

azbilグループPR誌「azbil」を
ご愛読いただき、ありがとうございます。

本誌に関するお問い合わせやご意見、ご希望、ご感
想、取り上げてほしいテーマなど、皆さまからのお便りを
お待ちしております。お名前、貴社名・部署名、ご住
所、電話番号、宛名ラベルに表示されております8桁
の登録番号などをご記入の上、下記まで郵送、FAX、
電子メールなどでお寄せください。
ご住所などの変更に関するご連絡は、宛名ラベルに
表示されております８桁の登録番号も併せてお知らせ
ください。

お問い合わせ・プレゼント応募宛先
〒100-6419
東京都千代田区丸の内2-7-3 東京ビル
アズビル株式会社　azbil 編集事務局
TEL：03-6810-1006
FAX：03-5220-7274
E-mail：azbil-prbook@azbil.com

発　行　日：2014年 8月 1日
発　　　行：PR誌 azbil 編集事務局
発行責任者：高橋 実加子
制　　　作：日経BPコンサルティング

今回の特集の写真を見たときに、カラフルで本当にお
いしそうでワクワクしました。本物にしか見えないものば
かり。あらためて日本の技術とこういったものを細部に
わたって再現するこだわりというものを感じました。子供
のころにデパートの上のお好み食堂で順番を待ちなが
ら、食品サンプルを見て、何を食べようかな？　とワクワ
クしたことを思い出しました。とても温かい思い出です。
こんな素晴らしいものが海外にはあまりないということ
の方が驚きでした。（akubi）

編 集 後 記

Present

『眼で食べる日本人』
食品サンプルはこうして生まれた

野瀬 泰申 著

プレゼント

本書を5名の方にプレゼントいたします。お名前、貴
社名・部署名、ご住所、電話番号、宛名ラベルに表
示されております8桁の登録番号をご記入の上、下記
宛先に8月末日までにご応募ください。厳正な抽選の
上、当選者ご本人に直接当選の連絡をいたします。
なお、社員ならびに関係者は応募できません。

食品サンプルの誕生から成り立ち、技術、ソウルと
上海の食品サンプルなど日本生まれのユニークな
食のメディア、食品サンプルの謎を解き明かす一
冊。旭屋出版／1,728円（税込）

会　　期 ： 9/19（金）～9/20（土）
時　　間 ： 9/19　10:00～17:00
  9/20　9:30～16:30
会　　場 ： インテックス大阪　6号館A・B

関西グランドフェア 2014

会　　期 ： 9/12（金）～9/13（土）
時　　間 ： 9/12　10:00～17:00
  9/13　9:30～16:00
会　　場 ： マリンメッセ福岡

九州グランドフェア 2014

■ アズビル金門株式会社　計装営業部
　TEL：03-5980-3734

入 場 料 ： 事前登録者または招待状持参者は
 入場無料
出展内容 ： 電池電磁式水道メータ、
 パルス発信式水道メータ、
 赤外線サーモグラフィ、
 レーザーメタン検知器、
 電子式水道 メータ用隔測表示器など
主　　催 ： ユアサ商事株式会社 やまずみ会

3会場共通
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